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   Ｃ０７Ｆ  15/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ  15/00    　　　Ｅ
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６６０　
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｄ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年11月25日(2013.11.25)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化学式（１）によって表される有機エレクトロルミネセント化合物：

【化１】

　式中、Ｌは有機配位子であり、
　Ｒ１～Ｒ５は、独立に、水素、（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６０）アルコキ
シ、（Ｃ３～Ｃ６０）シクロアルキル、ハロゲン、トリ（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルシリル
又はトリ（Ｃ６～Ｃ６０）アリールシリルを表し、
　Ｒ６は、水素、（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル、ハロゲン又は（Ｃ６～Ｃ６０）アリールを
表し、
　Ｒ１１～Ｒ１４は、独立に、水素、（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル、ハロゲン、シアノ、ト
リ（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルシリル、トリ（Ｃ６～Ｃ６０）アリールシリル、（Ｃ１～Ｃ
６０）アルコキシ、（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルカルボニル、（Ｃ６～Ｃ６０）アリールカ
ルボニル、ジ（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルアミノ、ジ（Ｃ６～Ｃ６０）アリールアミノ、フ
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ェニル、ナフチル、アントリル、フルオレニル、スピロビフルオレニル若しくは、
【化２】

を表し、
　Ｒ１１～Ｒ１４のアルキル；フェニル；ナフチル；アントリル；フルオレニルは、ハロ
ゲン置換基を有する又は有しない（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６０）アルコキ
シ、ハロゲン、トリ（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルシリル、トリ（Ｃ６～Ｃ６０）アリールシ
リル、（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルカルボニル、（Ｃ６～Ｃ６０）アリールカルボニル、ジ
（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルアミノ、ジ（Ｃ６～Ｃ６０）アリールアミノ及び（Ｃ６～Ｃ６
０）アリールから選択された１種以上の置換基によって更に置換されていてよく、並びに
、
　ｎは、１～３の整数である。
【請求項２】
　化学式（５）～（６）の一つによって表される化合物から選択される、請求項１記載の
有機エレクトロルミネセント化合物：
【化３】

　式中、Ｌ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６及びｎは、請求項１の化学式（１）に
おけるのと同様に定義され、
　Ｒ２３は、（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル、ハロゲン、シアノ、トリ（Ｃ１～Ｃ６０）アル
キルシリル、トリ（Ｃ６～Ｃ６０）アリールシリル、（Ｃ１～Ｃ６０）アルコキシ、（Ｃ
１～Ｃ６０）アルキルカルボニル、（Ｃ６～Ｃ６０）アリールカルボニル、フェニル、ジ
（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルアミノ、ジ（Ｃ６～Ｃ６０）アリールアミノ、ナフチル、９，
９－ジ（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルフルオレニル又は９，９－ジ（Ｃ６～Ｃ６０）アリール
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フルオレニルを表し、並びに、
　ｍは、１～５の整数である。
【請求項３】
　配位子（Ｌ）が、下記の化学式の一つによって表される構造を有する、請求項１記載の
有機エレクトロルミネセント化合物：
【化４】

　式中、Ｒ３１及びＲ３２は、独立に、水素；ハロゲン置換基を有する若しくは有しない
（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル；（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル置換基を有する若しくは有しない
フェニル；又はハロゲンを表し、
　Ｒ３３～Ｒ３８は、独立に、水素；（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル；（Ｃ１～Ｃ６０）アル
キル置換基を有する若しくは有しないフェニル；トリ（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルシリル；
又はハロゲンを表し、
　Ｒ３９～Ｒ４２は、独立に、水素；（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル；（Ｃ１～Ｃ６０）アル
キル置換基を有する又は有しないフェニルを表し、および、
　Ｒ４３は、（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル；（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル置換基を有する若し
くは有しないフェニル；又はハロゲンを表す。
【請求項４】
　第一電極、第二電極及び第一電極と第二電極との間に介在させられた少なくとも１つの
有機層を含む有機エレクトロルミネセントデバイスであって、前記有機層が、化学式（１
）：
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【化５】

［式中、Ｌは有機配位子であり、
　Ｒ１～Ｒ５は、独立に、水素、（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６０）アルコキ
シ、（Ｃ３～Ｃ６０）シクロアルキル、ハロゲン、トリ（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルシリル
又はトリ（Ｃ６～Ｃ６０）アリールシリルを表し、
　Ｒ６は、水素、（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル、ハロゲン又は（Ｃ６～Ｃ６０）アリールを
表し、
　Ｒ１１～Ｒ１４は、独立に、水素、（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル、ハロゲン、シアノ、ト
リ（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルシリル、トリ（Ｃ６～Ｃ６０）アリールシリル、（Ｃ１～Ｃ
６０）アルコキシ、（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルカルボニル、（Ｃ６～Ｃ６０）アリールカ
ルボニル、ジ（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルアミノ、ジ（Ｃ６～Ｃ６０）アリールアミノ、フ
ェニル、ナフチル、アントリル、フルオレニル、スピロビフルオレニル若しくは

【化６】

を表し、
　Ｒ１１～Ｒ１４のアルキル；フェニル；ナフチル；アントリル；フルオレニルは、ハロ
ゲン置換基を有する又は有しない（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６０）アルコキ
シ、ハロゲン、トリ（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルシリル、トリ（Ｃ６～Ｃ６０）アリールシ
リル、（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルカルボニル、（Ｃ６～Ｃ６０）アリールカルボニル、ジ
（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルアミノ、ジ（Ｃ６～Ｃ６０）アリールアミノ及び（Ｃ６～Ｃ６
０）アリールから選択された１種以上の置換基によって更に置換されていてよく、並びに
　ｎは、１～３の整数である］
によって表される有機エレクトロルミネセント化合物と、１，３，５－トリカルバゾリル
ベンゼン、ポリビニルカルバゾール、ｍ－ビスカルバゾリルフェニル、４，４’，４”－
トリ（Ｎ－カルバゾリル）トリフェニルアミン、１，３，５－トリ（２－カルバゾリルフ
ェニル）ベンゼン、１，３，５－トリス（２－カルバゾリル－５－メトキシフェニル）ベ
ンゼン、ビス（４－カルバゾリルフェニル）シラン及び化学式（６）～（９）の一つによ
って表される化合物から選択された１種以上のホストとを含むエレクトロルミネセント領
域を含む有機エレクトロルミネセントデバイス：
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【化７】

［化学式（６）において、Ｒ９１～Ｒ９４は、独立に、水素；ハロゲン；（Ｃ１～Ｃ６０
）アルキル；（Ｃ６～Ｃ６０）アリール；（Ｃ４～Ｃ６０）ヘテロアリール；Ｎ、Ｏ及び
Ｓから選択された１個以上のヘテロ原子を含有する５員若しくは６員のヘテロシクロアル
キル；（Ｃ３～Ｃ６０）シクロアルキル；トリ（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルシリル；ジ（Ｃ
１～Ｃ６０）アルキル（Ｃ６～Ｃ６０）アリールシリル；トリ（Ｃ６～Ｃ６０）アリール
シリル；アダマンチル；（Ｃ７～Ｃ６０）ビシクロアルキル；（Ｃ２～Ｃ６０）アルケニ
ル；（Ｃ２～Ｃ６０）アルキニル；シアノ；（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルアミノ；（Ｃ６～
Ｃ６０）アリールアミノ；（Ｃ６～Ｃ６０）アリール（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル；（Ｃ１
～Ｃ６０）アルキルオキシ；（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルチオ；（Ｃ６～Ｃ６０）アリール
オキシ；（Ｃ６～Ｃ６０）アリールチオ；（Ｃ１～Ｃ６０）アルコキシカルボニル；（Ｃ
１～Ｃ６０）アルキルカルボニル；（Ｃ６～Ｃ６０）アリールカルボニル；カルボキシル
；ニトロ若しくはヒドロキシルを表し、又はＲ９１～Ｒ９４のそれぞれは、縮合環を有す
る若しくは有しない（Ｃ３～Ｃ６０）アルキレン若しくは（Ｃ３～Ｃ６０）アルケニレン
によって、隣接する置換基に結合されて、脂環式環又は単環式若しくは多環式芳香族環を
形成してもよく、
　Ｒ９１～Ｒ９４のアルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、ヘテロシクロ
アルキル、アリール、ヘテロアリール、アリールシリル、アルキルシリル、アルキルアミ
ノ若しくはアリールアミノ、又は縮合環を有する若しくは有しない（Ｃ３～Ｃ６０）アル
キレン若しくは（Ｃ３～Ｃ６０）アルケニレンによる、隣接する置換基への結合によって
それらから形成された脂環式環又は単環式若しくは多環式芳香族環は、ハロゲン；（Ｃ１
～Ｃ６０）アルキル；（Ｃ６～Ｃ６０）アリール；（Ｃ４～Ｃ６０）ヘテロアリール；Ｎ
、Ｏ及びＳから選択された１個以上のヘテロ原子を含有する５員若しくは６員のヘテロシ
クロアルキル；（Ｃ３～Ｃ６０）シクロアルキル；トリ（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルシリル
；ジ（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル（Ｃ６～Ｃ６０）アリールシリル；トリ（Ｃ６～Ｃ６０）
アリールシリル；アダマンチル；（Ｃ７～Ｃ６０）ビシクロアルキル；（Ｃ２～Ｃ６０）
アルケニル；（Ｃ２～Ｃ６０）アルキニル；シアノ；（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルアミノ；
（Ｃ６～Ｃ６０）アリールアミノ；（Ｃ６～Ｃ６０）アリール（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル
；（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルオキシ；（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルチオ；（Ｃ６～Ｃ６０）
アリールオキシ；（Ｃ６～Ｃ６０）アリールチオ；（Ｃ１～Ｃ６０）アルコキシカルボニ
ル；（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルカルボニル；（Ｃ６～Ｃ６０）アリールカルボニル；カル
ボキシル；ニトロ及びヒドロキシルから選択された１種以上の置換基によって更に置換さ
れていてよい］、
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【化８】

［化学式（９）において、配位子、Ｌ１及びＬ２は、独立に、下記の構造から選択され：
【化９】

　Ｍ１は、２価又は３価金属であり、
　ｙは、Ｍ１が２価金属であるとき０であるが、Ｍ１が３価金属であるとき１であり、
　Ｑは、（Ｃ６～Ｃ２０）アリールオキシ又はトリ（Ｃ６～Ｃ２０）アリールシリルを表
し、Ｑのアリールオキシ及びトリアリールシリルは、（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル又は（Ｃ
６～Ｃ６０）アリールによって更に置換されていてよく、
　Ｘは、Ｏ、Ｓ又はＳｅを表し、
　環Ａは、オキサゾール、チアゾール、イミダゾール、オキサジアゾール、チアジアゾー
ル、ベンゾオキサゾール、ベンゾチアゾール、ベンゾイミダゾール、ピリジン又はキノリ
ンを表し、
　環Ｂは、ピリジン又はキノリンを表し、環Ｂは、（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル；（Ｃ１～
Ｃ６０）アルキル置換基を有する又は有しないフェニル又はナフチル；によって更に置換
されていてよく、
　Ｒ１０１～Ｒ１０４は、独立に、水素；ハロゲン；（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル；（Ｃ６
～Ｃ６０）アリール；（Ｃ４～Ｃ６０）ヘテロアリール；Ｎ、Ｏ及びＳから選択された１
個以上のヘテロ原子を含有する５員若しくは６員のヘテロシクロアルキル；（Ｃ３～Ｃ６
０）シクロアルキル；トリ（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルシリル；ジ（Ｃ１～Ｃ６０）アルキ
ル（Ｃ６～Ｃ６０）アリールシリル；トリ（Ｃ６～Ｃ６０）アリールシリル；アダマンチ
ル；（Ｃ７～Ｃ６０）ビシクロアルキル；（Ｃ２～Ｃ６０）アルケニル；（Ｃ２～Ｃ６０
）アルキニル；シアノ；（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルアミノ；（Ｃ６～Ｃ６０）アリールア
ミノ；（Ｃ６～Ｃ６０）アリール（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル；（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル
オキシ；（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルチオ；（Ｃ６～Ｃ６０）アリールオキシ；（Ｃ６～Ｃ
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６０）アリールチオ；（Ｃ１～Ｃ６０）アルコキシカルボニル；（Ｃ１～Ｃ６０）アルキ
ルカルボニル；（Ｃ６～Ｃ６０）アリールカルボニル；カルボキシル；ニトロ若しくはヒ
ドロキシルを表し、又はＲ１０１～Ｒ１０４のそれぞれは、縮合環を有する若しくは有し
ない、（Ｃ３～Ｃ６０）アルキレン若しくは（Ｃ３～Ｃ６０）アルケニレンによって、隣
接する置換基に結合されて、脂環式環又は単環式若しくは多環式芳香族環を形成してもよ
く、
　環Ａ及びＲ１０１～Ｒ１０４のアルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、
ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アリールシリル、アルキルシリル、
アルキルアミノ若しくはアリールアミノ、又は縮合環を有する若しくは有しない（Ｃ３～
Ｃ６０）アルキレン若しくは（Ｃ３～Ｃ６０）アルケニレンによる、隣接する置換基への
結合によってそれらから形成された脂環式環又は単環式若しくは多環式芳香族環は、ハロ
ゲン；（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル；（Ｃ６～Ｃ６０）アリール；（Ｃ４～Ｃ６０）ヘテロ
アリール；Ｎ、Ｏ及びＳから選択された１個以上のヘテロ原子を含有する５員若しくは６
員のヘテロシクロアルキル；（Ｃ３～Ｃ６０）シクロアルキル；トリ（Ｃ１～Ｃ６０）ア
ルキルシリル；ジ（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル（Ｃ６～Ｃ６０）アリールシリル；トリ（Ｃ
６～Ｃ６０）アリールシリル；アダマンチル；（Ｃ７～Ｃ６０）ビシクロアルキル；（Ｃ
２～Ｃ６０）アルケニル；（Ｃ２～Ｃ６０）アルキニル；シアノ；（Ｃ１～Ｃ６０）アル
キルアミノ；（Ｃ６～Ｃ６０）アリールアミノ；（Ｃ６～Ｃ６０）アリール（Ｃ１～Ｃ６
０）アルキル；（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルオキシ；（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルチオ；（Ｃ
６～Ｃ６０）アリールオキシ；（Ｃ６～Ｃ６０）アリールチオ；（Ｃ１～Ｃ６０）アルコ
キシカルボニル；（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルカルボニル；（Ｃ６～Ｃ６０）アリールカル
ボニル；カルボキシル；ニトロ及びヒドロキシルから選択された１種以上の置換基によっ
て更に置換されていてよい］。
【請求項５】
　前記有機層が、アリールアミン化合物及びスチリルアリールアミン化合物からなる群か
ら選択された１種以上の化合物；又は第１族、第２族、第４周期及び第５周期遷移金属、
ランタニド金属並びにｄ－遷移元素の有機金属からなる群から選択された１種以上の金属
を含む、請求項４記載の有機エレクトロルミネセントデバイス。
【請求項６】
　同時に、青又は緑の波長でエレクトロルミネセントピークを有する有機エレクトロルミ
ネセントを含む、請求項４記載の有機エレクトロルミネセントデバイス。
【請求項７】
　前記有機層が、エレクトロルミネセント層及び電荷発生層を含む、請求項４記載の有機
エレクトロルミネセントデバイス。
【請求項８】
　還元的ドーパント及び有機物質の混合領域又は酸化的ドーパント及び有機物質の混合領
域が、電極の対の間の片方又は両方の電極の内側表面上に配置されている、請求項４記載
の有機エレクトロルミネセントデバイス。
【請求項９】
　化学式（１）によって表される有機エレクトロルミネセント化合物を含む有機太陽電池
：
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【化１０】

　式中、Ｌは有機配位子であり、
　Ｒ１～Ｒ５は、独立に、水素、（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６０）アルコキ
シ、（Ｃ３～Ｃ６０）シクロアルキル、ハロゲン、トリ（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルシリル
又はトリ（Ｃ６～Ｃ６０）アリールシリルを表し、
　Ｒ６は、水素、（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル、ハロゲン又は（Ｃ６～Ｃ６０）アリールを
表し、
　Ｒ１１～Ｒ１４は、独立に、水素、（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル、ハロゲン、シアノ、ト
リ（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルシリル、トリ（Ｃ６～Ｃ６０）アリールシリル、（Ｃ１～Ｃ
６０）アルコキシ、（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルカルボニル、（Ｃ６～Ｃ６０）アリールカ
ルボニル、ジ（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルアミノ、ジ（Ｃ６～Ｃ６０）アリールアミノ、フ
ェニル、ナフチル、アントリル、フルオレニル、スピロビフルオレニル若しくは

【化１１】

を表し、
　Ｒ１１～Ｒ１４のアルキル；フェニル；ナフチル；アントリル；フルオレニルは、ハロ
ゲン置換基を有する又は有しない（Ｃ１～Ｃ６０）アルキル；（Ｃ１～Ｃ６０）アルコキ
シ；ハロゲン；トリ（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルシリル；トリ（Ｃ６～Ｃ６０）アリールシ
リル；（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルカルボニル；（Ｃ６～Ｃ６０）アリールカルボニル；ジ
（Ｃ１～Ｃ６０）アルキルアミノ；ジ（Ｃ６～Ｃ６０）アリールアミノ及び（Ｃ６～Ｃ６
０）アリールから選択された１種以上の置換基によって更に置換されていてよく、並びに
、
　ｎは、１～３の整数である］。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２５９】
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【表１０９】
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